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りの中城的積分が存在する｡ 言<pのとき r2,｡の虚部が表れる. L2の回りの-1とrHを除
くKEは同様にして r2,3-
-1±ノ1-8(Fl1Tl)
となりほとんどすべてのFLについて非共鳴
で,L2の回りの中城的積分¢'2,｡が存在するが1<FLのとき虚部をもたない｡
ここで積分の定義域と積分面をみてみよう｡ まず go不変なLiの回りの中城は図1の
Liをとり囲む部分である｡
L2の回りでは1<pより図2のような積分面が存在する｡ Llの回りでは1<p<言のとき図
2の積分面で言<〃のとき
- 125-
研究会報告
虚部が表れるから図3のように面がねじれてしまう｡ ♂-0のときねじれが集積する｡ 以
上をまとめる｡〃<言のときLl, L2の回りにはねじれのない中城的積分面が存在してお
り,数値計算でも通常の振るまいを示すことが知られている｡ 言<pのとき図4のL2の回
りの中城はねじれがなくL.の中城はねじれた積分面が存在する｡ 図中の曲線部分は数値
計算の結果で運動はカオス的であることが知られている｡このとき積分面はねじれの有る
領域とない領域がなんらかの状態でつながっているので複雑になっている｡〃<0の場合,
運動は有界となりLlの回りを何度も通過することがカオスを生み出していると考えられ
る｡
以上の考察は非等方 Kepler問題に限らず定理の前提をみたLKEに虚部をもつものに
対 して一般に成り立つ｡
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